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２．大学の将来構想 

 本学は、実践的・創造的能力を持つ指導的技術者の

養成を目的に、昭和51年に新構想大学として創設以来、

①学部と大学院修士課程を同じ定員幅とする一貫した

教育体制、②高等専門学校卒業者の第３学年受入れ（１

学年の約3／4）、③約５ｶ月間の長期実務訓練、④准教

授の学位審査主査の有資格、④大講座制による若手教

員の独立性を確保、⑤教員組織と教育組織の完全な分

離等、の特色ある教育研究体制を実施してきた。 

 この内、長期インターンシップは、将来大学院生に

も実施すると共に（一部2006年度に実現）、現在の博

士後期課程３専攻に将来バイオ関連専攻を設置し

（2006 年度に実現）、組織間の有機的連携を下に国

際的に優れた技術者を養成するポリテクニック型大学

を目指す。 

 今回の拠点形成については、本学の従来からの重点

研究教育課題であり、世界的水準にある化学・材料科

学分野一つに絞った。特に、本学は、セラミックス関

連研究のﾒｯｶとして国内外から注目され、事業推進担当

者の中に国際的学術賞（ﾌﾙﾗｽﾊﾟｼﾌｨｯｸ賞）受賞者３名が

いる。また、前拠点ﾘｰﾀﾞ （ー現学長）は科学研究費特定

領域研究の領域代表者を務め、我が国のマグネシウム

合金開発の先導的立場にあり、2003年度に大規模国際

会議を主催する予定（既開催）である。本拠点では、

ＣＯＥプログラムの下に全学横断的ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｾﾝﾀｰを設

置し、先進的材料開発の世界的研究教育拠点とする。

特に、本学は、東南ｱｼﾞｱ、中南米諸国からの留学生を

積極的に受入れると共に、各国の大学・研究機関との

幅広い学術交流・連携を行っており、この国際拠点を

中心に国際的教育研究協力や連携を強力に推進する。 

 さらに、今回の拠点形成については、若手教員が独

立してその能力を充分発揮できるよう、事業推進担当

者に若手教員５名を、本プログラム終了後も世界的に

活発に活躍出来る、有能な人物を選考した。3名のPh.D.

取得者を含む「研究教育活動評価対象者」10名は、全

員他大学・他機関の在職経験があり、全くの非純血主

義であり、世界に伍して、独創的、画期的な多くの成

果を上げられる世界最高水準の研究教育拠点とする。 

本学では、文部科学省の在外研究員制度や海外での

国際学会発表や研究活動のための派遣を推進して、若

手教員の国際性の醸成に努めている。2006年３月現在

57の海外の大学・研究機関と協定・提携を結び、双方

向の人的・学術的交流を行っている。この内、事業推

進担当者が約1/3にあたる21の大学・研究機関との世話

役となっている。さらに、これらの協定・提携大学、

研究機関とは、大学院ﾚﾍﾞﾙで、双方の学生が１年程度

の交換留学を行っている。これらの交換留学や毎年約

数十名の本学の４年生学生の海外実務訓練への派遣は、

国際性の涵養や本学学生の大学院進学後の成長に極め

て有効である。さらに、東南ｱｼﾞｱ、中南米諸国での材

料工学分野の国際会議を多くの欧米の先導的研究者を

交えて毎年開催して、国際材料研究教育拠点を設置し、

本学を中心とする環太平洋地域の技術科学および人的

ネットワークの形成を積極的に推進する。 

 本学はAOTS（海外技術者研修協会）による大学院社

会人留学生特別コーｽを設け、ASEAN・東アジア諸国の

社会人の高度職業再教育を目的として、修士課程およ

び博士後期課程に多くの留学生を就学させている。ま

た、既に実施しているﾃﾚﾋﾞ会議ｼｽﾃﾑによる｢海外との遠

隔授業｣を推進すると共に、｢インターネットを活用し

た双方向・非同期型e-ラーニング｣の方法論とこれを

実施するｼｽﾃﾑやｺﾝﾃﾝﾂの開発に積極的に取り組む。 

【学長を中心としたマネジメント体制】 

 全学生数約2,250名、教員約220名、事務局職員約160

名の小規模な工学系単科大学である本学では、学長と2

名の副学長（教育担当1名、研究担当1名）及び1名の学

長補佐（2006年３月現在は、理事・副学長２名、理事・

事務局長１名、副学長４名）による効果的・能率的な

管理・運営体制をとり、教育組織と教員組織の有機的

な連携に基づいて、学長の強いﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの下に教育研

究活動を進めている。各教員の研究費配分も2001年度

より、学長裁量による傾斜配分方式を取り入れ、競争

原理を導入している。他方、科学研究費等間接経費等

の研究費の一部を留保し、日の当り難い基礎研究・萌

芽的研究にも活性化を目的にして重点的に配分する。 

 今回の｢21世紀ＣＯＥプログラム｣の拠点形成におい

ては、学長のリーダーシップの下、全学的見地から１

研究教育に厳選し,本拠点を研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｾﾝﾀｰと位置

付け、2003年8月に竣工する総合研究棟に｢国際ハイブ

リッド超機能材料開発センター｣を設置し、世界最高水
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準の国際研究教育拠点とする。さらに、東南ｱｼﾞｱ、中

南米にその海外拠点を設置する。 

 若手教員の活性化・独立性を図るため、教授、准（助）

教授等の職階による研究教育上の区別を排除し、今後

の教員の採用は、完全公募制、任期制により、公正・

透明性の高い人事とする。また、教員の流動性を確保し、

他大学、他機関、企業経験者を積極的に採用する。本

プログラム遂行のためばかりでなく、大学のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

化に対し、外国人研究者の積極的な採用を推進する。

なお、本学は開学以来、教員の30％以上を民間企業等

大学以外の機関の出身者としている。今後（独立行政

法人化後）は、学問体系がより学際化・融合化される

と思われ、柔軟に、学部課程、大学院修士課程、大学

院博士後期課程など教育組織のスクラップ アンド ビ

ルドを行い、変化の著しい新しい時代に即した組織と

する。また、教員組織についても、講座の名称変更、

統合、廃止など大胆な見直しを行う。 

 さらに、化学・材料科学分野における世界のトップ

リーダーを育てるために必要な大学院博士後期課程教

育の充実を図り、国際感覚に溢れ、基礎から応用まで

の幅広い知識を備えた、ものつくり日本を支える先導

的人材を輩出する。大学の中・長期に亘る将来構想と

して、学長のﾘｰﾀﾞ-ｼｯﾌﾟの下、全学的な ｢Research 
Administration｣を設置し、1) Research Strategy  2) 
Evaluation  3) International Planning を策定・実施によ

り、｢World-top University in Sci. & Tech.｣を目指す。 

 他方、全学的に自己点検評価、外部評価（2000年4

月）やJABEE（日本技術者協会教育認定機構）を受審し、

FD等に用いる。今後も、積極的に評価を受審し、その

答申を教育研究体制の整備に反映させる。 

 

３．達成状況及び今後の展望 

【達成状況】 

革新的材料創成、人材育成、および環太平洋教育研

究ﾈｯﾄﾜｰｸの構築において、想定以上の成果を挙げた。

具体的な拠点形成活動として、【革新的材料創成】で

は、まず、金属を中心としたｸﾞﾙｰﾌﾟは複相型ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ

合金を創製し、引張強さ450MPaとｲﾝｺﾞｯﾄﾒﾀﾗｼﾞｰ法で製

造したﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金では世界最高の強度、伸び10％と構

造材として十分な延性を有する合金開発に成功した。 

ｾﾗﾐｯｸｽを中心としたグループは、金属とﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞした

優れた応答・回復速度を有する光検知式水素ｾﾝｻ等を開

発した。有機材料を中心としたｸﾞﾙｰﾌﾟは、新規ﾌﾀﾛｼｱﾆ

ﾝおよびｶﾘｯｸｽ[4]ｱｰﾚﾝ誘導体の創製に成功した。これら

研究推進者による内外の著名な雑誌に発表された学術

論文は４年間で約830報を数えている。これらの実績を

基に、(1) 高性能ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ工学研究ｾﾝﾀｰの設立（平成17

年） (2) ｱｼﾞｱｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ開発ｾﾝﾀｰの設立（平成18年）等

に繋がった。【人材育成】では、若手教員が事業推進

者として参加し、自由裁量で使用できる研究費は教授

ｸﾗｽと同額配分された。博士研究員の採用は平成14年

度には4名、平成18年度には25名となり、その間延べ86

名が採用されている。博士課程学生については、研究

資金を配分し、国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ参加は、旅費の全額援助

を行い、成果発表や国際交流への積極的な後押しを行

ってきた。RAは、5年間で延べ317名、TAには最近3年

間で延べ103名が採用されている。さらに、社会人とし

て環太平洋地域の技術開発現場で活躍している者を対

象に、より高度な技術者・研究者育成のため「社会人

留学生特別ｺｰｽ」として大学院博士後期課程への受け

入れを行っている。これらの実績は、(1)海外実務訓

練制度（長期ｲﾝﾀ-ﾝｼｯﾌﾟ）の拡充・強化を通した国際

的視野を有する人材育成、(2)環太平洋諸国とのﾂｲﾆﾝ

ｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを通した世界的教育研究拠点の強化と人材

育成、 (3)大学院教育の新しい人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構

築と大学院学生の海外での教育研究活動、(4)ﾃﾆｭｱ･ﾄﾗ

ｯｸ制に基づき、若手研究者に競争的環境の中で自立性

と活躍の機会を与える、等に繋がった。 

また、計14回の国際会議等を開催し、強固な【環太

平洋ﾈｯﾄﾜｰｸ連携体制を構築】を図ってきた。 

これらの拠点形成活動については、平成18年度に学

外有識者による【外部評価】を受け、また、大学評価・

学位授与機構の実施する大学認証評価等により、いず

れも高い評価を頂いている。 

【今後の展望】 

本学では、平成18年度に日本で初めてｼｽﾃﾑ安全科学を

実践的･体系的に教育研究する専門職大学院(技術経営

研究科ｼｽﾃﾑ安全専攻)を創設した。一方、21世紀COEﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ「ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料創成と国際拠点形成」を

中心にして、革新的材料創成、人材育成および環太平

洋教育研究ﾈｯﾄﾜｰｸの構築において多大な成果を挙げ

てきた。今後は、これらの特徴ある本学の教育研究資

源を融合し、本学で芽生えた「ｼｽﾃﾑ安全科学と融合

する材料・知の革命」を実践し、安全かつ持続可能

な社会の構築に対する新しい概念を共有する世界最

先端の教育研究拠点を展開させると共に、本学の目

指す人材育成をよりｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点で、かつ多様で高

度な教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを構築して実現する。              
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機 関 名 長岡技術科学大学 学長名 小 島   陽 拠点番号 Ｂ０９ 

１．申請分野 Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

ハイブリッド超機能材料創成と国際拠点形成 

(Creation of Hybridized Materials with Super-Functions and Formation of International Research 

& Education center) 

    研究分野及びキーワード <研究分野：材料工学>(ハイブリッド材料)(機能性セラミックス)(有機電子材料・素子)(表面・界面・粒界物性)(ナノ構造) 

３．専攻等名 
工学研究科 材料工学専攻、工学研究科 エネルギー・環境工学専攻、工学研究科 情報・制

御工学専攻、工学研究科 生物統合工学専攻 

４．事業推進担当者           計 ２０ 名 

ふりがな<ローマ字>
現在の専門 役割分担 

所属部局(専攻等)・職名 氏  名 学 位 (事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー)    

西口
NISHIGUCHI

 郁三
I k u z o

 工学研究科 生物統合工学専攻 教授 有機材料化学    工博 超分子型分子集合体の創製と高性能触媒およびデバイス機能の開発

鎌土
KAMA D O

 重晴
Shigeharu

工学研究科 材料工学専攻 教授  材料組織学     工博 マグネシウム合金のナノスケール組織制御および変形解析 

武藤
M U T O H

 睦治
Yoshiharu

工学研究科 材料工学専攻 教授 破壊力学      工博 セラミックス金属間化合物の破壊および疲労  

宮下
MIYASHITA

 幸雄
Y u k i o

 工学研究科 材料工学専攻 助手 材料強度学     工博 レーザーによる異種金属接合法の開発 

   （18. 3.31辞退） 

小島
KOJI M A

 陽
Y o

 学長 軽金属材料学    工博 マグネシウム合金の変形挙動の解析 

小林
KOBAYASHI

 高臣
Takaomi

 工学研究科 ｴﾈﾙｷ゙ ｰ・環境工学専攻助教授 材料強度学     工博 レーザーによる異種金属接合法の開発 

   （18. 4. 1追加） 

高田
TAKA T A

 雅介
Masasuke

 工学研究科 材料工学専攻 教授 ｾﾗﾐｯｸｽ工学     工博 光検知式水素センサの開発 

野坂
NOSA K A

 芳雄
Yosh i o

 工学研究科 ｴﾈﾙｷ゙ ｰ・環境工学専攻 教授 無機材料工学    理博 半導体光触媒の開発 

齋藤
SAIT O H

 秀俊
Hidetoshi

工学研究科 材料工学専攻 教授  ｾﾗﾐｯｸｽ薄膜工学   工博 セラミックス電子エミッター材料の開発 

武田
TAKE D A

 雅敏
Masatoshi

工学研究科 情報・制御工学専攻   助教授 材料物性工学    工博 高エネルギービームによる高温熱電変換材料の開発  

八井
YATS U I

 浄
Kiyoshi

工学研究科 ｴﾈﾙｷ゙ ｰ・環境工学専攻 教授 粒子ビーム工学   工博 大強度パルスイオンビームによる薄膜・超微粒子作製と応用  

   （17. 3.31辞退） 

新原
NIIHARA

 晧一
Kouichi

 工学研究科 材料工学専攻 教授 ﾅﾉ複合材料工学   工博 ナノハイブリッド超機能材料の開発 

 （17. 4. 1追加）   

末松
SUEMATSU

 久幸
Hisayuki

 工学研究科 ｴﾈﾙｷ゙ ｰ・環境工学専攻 助教授 新機能無機材料工学 工博 パルスパワー技術を用いた新発光材料探索 

 （17. 4. 1追加）   

植松
UEMATSU

 敬三
K e i z o

 工学研究科 材料工学専攻 教授 ｾﾗﾐｯｸｽ工学     Ph.D 高信頼材料製造における構造評価技術の開発 

石﨑
ISHIZAKI

 幸三
K o z o

 工学研究科 材料工学専攻 教授 ｾﾗﾐｯｸｽ工学     Ph.D 難研削材加工、高能率研削砥石の開発 

松丸
MATSUMARU

 幸司
K o j i

 工学研究科 材料工学専攻 助手 ｾﾗﾐｯｸｽ工学     工博 非接触インプロセスドレッシング研削加工技術の開発 

小松
KOMATSU

 高行
Takayuki

 工学研究科 ｴﾈﾙｷ゙ ｰ・環境工学専攻 教授 ガラス工学     工博 光機能ナノハイブリッド結晶化ガラスの創製 

丸山
MARUYAMA

 久一
Kyuichi

 副学長 建設材料学     Ph.D 鉄筋コンクリート構造の力学特性および耐震性能の研究 

丸山
MARUYAMA

 暉彦
Teruhiko

 工学研究科 材料工学専攻 教授 道路工学      工博 高機能性(耐水･耐雪)道路構造設計 

五十野
I S O N O

善信
Yoshinobu

工学研究科 材料工学専攻 教授  有機材料工学    工博 高分子･ゴム材料非線形物性－評価、設計、開発 

    

 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

80,000 74,190 
交付金額(千円) 430,190 100,000 89,000 87,000 

（7,419） （8,000） 
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様式２ 
【公表用】 

意義・波及効果等＞  金属、無機、有機の研究ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟから成る研究拠点を形成することで、個々の分野に

おいて従来にはない新たな手法・技術による研究開発、

例えば、易加工性・高靱性ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金、ｾﾗﾐｯｸｽ高機

能ｾﾝｻ、超分子型ﾃﾞﾊﾞｲｽ・超分子触媒等の開発が十分

に期待される。しかし、それらは従来分野の発展であ

り、むしろ本拠点形成により期待される成果は、３分

野の特長を活かした

６．拠点形成の目的 

 ＜本拠点の目的・必要性＞  地球環境問題を解決し

つつ社会・産業・人類が発展していくためには、新た

な材料の創成が不可欠である。これまで材料は大きく

分けて「金属」「無機」「有機」の３分野で研究開発

が行われている。しかし、今後、より厳しい制約の中

で、より高機能な材料開発の要求に応えるためには、

既存の分野にとらわれることなく、互いに協調しなが

ら特長を活かし、欠点を補っていく必要がある。いわ

ば

複合化による協調的・相補的な機

能を持つﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料の創成にある。これは従

来の枠組みには収まらない新たな分野であり、その学

術的意義は大きい。一方では、本学は実産業界を支援

し、その方向性を示す

「協調機能材料工学」とも言うべき新たな学問体系

の創成が必要である。本拠点には、金属として「ﾏｸﾞ

“技術科学”ﾈｼｳﾑ合金」、無機として「ｾﾗﾐｯｸｽ」、有機として「超 大学であり、これ

までにﾍﾞﾝﾁｬｰ企業設立や多数の特許取得を行った実

績もある。そのような経験を活かし、本研究拠点は単

なる新材料開発にとどまらず、

分子」の３つの研究ｸﾞﾙｰﾌﾟが参画する。いずれも世界

をリードする立場にある研究ｸﾞﾙｰﾌﾟであり、今後の更

なる発展が期待されている材料である。各分野が他分

野の手法・技術を取り入れて発展するだけでなく、互

いの特長を活かした

新しい協調機能を発現

させ得る接合・加工技術やﾌﾟﾛｾｽの開発を総合的に行

うことで、新産業の創出といった社会的な貢献も大い

に期待できる。 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料の創成を目

指す。また、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ化を進める過程で必要となる複

 さらに、本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを中心として、主に東南ｱｼﾞｱ、合化技術、接合技術、加工技術などの「協調技術」は、

従来の材料分野を中心とした枠組みを横断した新し

い学問分野となり、本拠点がその中心・発信地となる。 

中南米諸国との国際研究教育拠点形成を積極的に推

進し、人材育成を行うことは、今後我が国が当該分野

において学術的・産業的にﾘｰﾀﾞｼｯﾌﾟを発揮していく上

での礎となる。 

一方、日本産業界は高付加価値化への対応と生産拠

点の海外移転、いわば産業体質の変革が求められてい

る。現在、日本の産業界や工学のﾚﾍﾞﾙはすでに世界の

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙであり、従来の欧米崇拝主義ではなく、

本研究拠点では平成15年度には海外拠点大学との国

際ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、最終年度には国際会議を開催し、得られ

た研究成果を世界に向けて情報発信するとともに、国

内外の人的・学術的交流を活発に行う。そのような交

流が更なる成果、広範な波及をもたらし、新しい学問

体系としての

東南

ｱｼﾞｱや中南米を念頭に置いたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな産業の育成・

経営を行うべき段階にある。そこで、本拠点は国際感

覚を持った実践的・指導的人材養成と技術研究におけ

る環太平洋の国際拠点形成 「協調機能設計・加工学」を深化を目指す。 させる

とともに、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料をより進展させるもの

と期待される。 

 ＜背景となる当該研究分野の国内外の現状と動向＞

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金の変形挙動および機械的性質に関する本

質を世界で初めて明らかにしたのが本拠点に参画し

ているﾏｸﾞﾈｼｳﾑｸﾞﾙｰﾌﾟで、その研究は

 

超軽量ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ

金金 属属

合金の先端加工技術の開発および合金設計のための

先導的基盤研究に位置づけられる。

セラミックスセラミックス 有有 機機

相補相補協調協調

複合複合

ハイブリッドハイブリッド
　超機能材料　超機能材料

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
組織制御組織制御

超分子超分子

高分子高分子

触媒触媒

光デバイス光デバイス

薄膜薄膜

センサセンサ

金金 属属

セラミックスセラミックス 有有 機機

相補相補協調協調

複合複合

ハイブリッドハイブリッド
　超機能材料　超機能材料

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
組織制御組織制御

超分子超分子

高分子高分子

触媒触媒

光デバイス光デバイス

薄膜薄膜

センサセンサ

ｾﾗﾐｯｸｽｸﾞﾙｰﾌﾟが開

発した光検知式水素ｶﾞｽｾﾝｻの発表がきっかけとなり、

国内外の幾つかのｸﾞﾙｰﾌﾟが研究を開始した。また、難

研削ｾﾗﾐｯｸｽの高能率研削に成功したのもｾﾗﾐｯｸｽｸﾞﾙｰ

ﾌﾟの成果である。有機ｸﾞﾙｰﾌﾟが合成した特異な構造を

持つﾌﾀﾛｼｱﾆﾝ誘導体や、ｶﾘｯｸｽ[4]ｱｰﾚﾝ誘導体のような

超分子型分子集積体は世界に先駆けて創製したもの

である。以上のように、世界をﾘｰﾄﾞする研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ

が結集して、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料の創成を目指すとい

う研究は、国内外をみわたしても殆ど皆無である。 

 ＜期待される研究成果とその学術的または社会的な
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様式２ 
【公表用】 

【平成１７年度】金属ｸﾞﾙｰﾌﾟ７．研究実施計画 では、複相最適化ﾌﾟﾛｾｽ

技術により改善したﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金をﾏﾄﾘｯｸｽとして、機

械的性質に加えて熱伝導率、摺動特性を飛躍的に改善

可能と言われるｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾌｧｨﾊﾞｰとの複合化技術、ｸﾗｯﾄﾞ

化+表面改質による表面機能性付与を目指したﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ化技術を構築する。

＜核となる３つの研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ＞ 本拠点は、金属、ｾ

ﾗﾐｯｸｽ、有機、の３つの研究ｸﾞﾙｰﾌﾟと接合グループか

らなり、異分野の研究者がお互いに連携することによ

り、世界をﾘｰﾄﾞする独自の独創的技術の更なるｽﾃﾂﾌﾟ

ｱｯﾌﾟと共に、ｸﾞﾙｰﾌﾟ同士の技術の融合、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ化よ

り、今迄にない、超高機能なﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料の創

成を可能にする。更に、これらの成果を基にした、ﾍﾞ

ﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ、新産業創出を目指すと共に、新学問体系

としての

ｾﾗﾐｯｸｽｸﾞﾙｰﾌﾟでは、触媒層+着

色層から成るﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ薄膜を用いた光検知式水素セ

ンサの光学定数変化および水素の拡散状態を調べ、材

料設計・構造設計指針を導出する。一方、ﾚｰｻﾞによる

単結晶ﾗｲﾝの書き込みの局所構造制御技術を確立し、

高分子被覆ﾌｧｲﾊﾞｰ化に伴う光制御ﾃﾞﾊﾞｲｽに必須な光

機能特性を評価する。また、

「協調機能設計・加工学」を深化させる。 

＜年度別の具体的な研究拠点形成計画＞ 

【平成１４年度】金属ｸﾞﾙｰﾌﾟ 有機ｸﾞﾙｰﾌﾟは、異なる集合組織を有

する多結晶ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金を作製し、変形挙動に及ぼす

結晶の方位と粒径の影響を定量的に調べる。

では、ｾﾗﾐｯｸ

ｽｲｽｶｰ冷陰極表面への有機系異種元素吸着による電子

親和力設計を行い、冷陰極表面にﾜｲﾄﾞｷﾞｬｯﾌﾟ有機材料

のﾅﾉ層を冷陰極動作中にﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ積層する手法を確

立する。また、超高純度天然ｺﾞﾑの簡便な独創的製造

法を確立する、

ｾﾗﾐｯｸｽｸﾞ

ﾙｰﾌﾟでは、光検知式水素ｾﾝｻにおける水素の解離媒体

（ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑなど）と色変化を生ずる検知媒体（ｲｯﾄﾘｳﾑ

など）の二層の成膜条件の最適化を図る。有機ｸﾞﾙｰﾌﾟ 支援ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、脆弱材料加工のため

のﾀﾞｲｻｰ用切断薄刃砥石の更なる性能や特性向上のた

めの最適接合・接着条件を確立し、

では、異なる芳香環の間にｸﾗｳﾝｴｰﾃﾙ環をもつ新規ﾌﾀﾛ

ｼｱﾆﾝ類を合成し、種々の金属ｲｵﾝとの分子認識機能を

評価する。また、

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材

支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ 料の創成では脆い材料の加工のた

めの研削用砥石の開発を行う。 

を目指す。また、平成16年度に構築した高度

情報通信ｼｽﾃﾑを利用し、超機能材料に関する研究打合

【平成１５年度】金属ｸﾞﾙｰﾌﾟ せを行い、若手研究者の独立意識の高揚を図ると共に、は、試料のひずみ量に応

じた支配的な変形様式及び回復現象の有無を評価し、

変形様式と集合組織及び結晶粒径との関係を定量化

する。

世界最高水準の国際研究教育拠点形成を目指す。

【平成１８年度】金属ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰｰ

複合強化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金および陽極酸化皮膜+ｱﾙﾐﾆｳﾑ+ﾏ

ｸﾞﾈｼｳﾑから成るｸﾗｯﾄﾞ材の性能・機能評価を行い、特

性向上のための指針を導出する。

ｾﾗﾐｯｸｽｸﾞﾙｰﾌﾟでは、水素ｾﾝｻの応答性・回復性

に重要な効果を与える、薄膜材料の触媒作用の検討を

行う。有機ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾗﾐｯｸｽｸﾞﾙｰﾌﾟでは、分子内に２種の異なる金属ｲ

ｵﾝを有するﾌﾀﾛｼｱﾆﾝ超分子型分子集積体を創製・単離

し、光学、磁気、電気的機能を評価する。

では、

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ薄膜+ﾊﾞｯﾌｧｰ層+ｶﾞﾗｽ基板から成る光検知式

水素ｾﾝｻの応答速度、検出感度、被検ｶﾞｽ選択性、耐久

性の更なる向上を図る。さらに、光機能性ﾅﾉ結晶化ｶﾞ

ﾗｽの有機-無機ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾌｧｲﾊﾞｰﾌﾟﾛｰﾌﾞへの展開を図る

と共に、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ結晶化ｶﾞﾗｽを波長可変性のある導波

路型光ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子などの次世代光制御ﾃﾞﾊﾞｲｽへと展

開する。ｾﾗﾐｯｸｽｲｽｶｰ冷陰極ｼｽﾃﾑの設計を行い、有機系、

無機系ﾅﾉ層を自然に堆積していくｶﾞｽを導入して、低

い真空度でも効率よく動作する冷陰極ｼｽﾃﾑを実現す

る。

支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

では、主にﾚｰｻﾞによる異材接合法の研究を行う。 

【平成１６年度】協調機能発現という目的を達成する

ため、金属ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、健全なｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ（CNF）

複合強化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金創製のためのﾏﾄﾘｯｸｽ合金組成お

よびCNF表面の改質技術について検討する。ｾﾗﾐｯｸｽｸﾞ

ﾙｰﾌﾟでは、ﾚｰｻﾞ照射によるｶﾞﾗｽへの曲線状単結晶ﾗｲﾝ

や配列したﾅﾉ結晶を書き込み、究極の光機能ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

結晶化ｶﾞﾗｽ材料を開発する。冷陰極表面にﾜｲﾄﾞｷﾞｬﾂﾌﾟ

酸化物のﾅﾉ層をﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ積層し、電子のﾄﾝﾈﾙ伝導を活

用して一気に大電流を真空中に放出する新型冷陰極

を実現する。

有機ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、分子ﾅﾉ工学に基づいて新規高分

子液晶材料を創成し、高精度表示機能を評価する。支

援ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、脆弱材料加工のためのﾀﾞｲｼﾝｸﾞﾏｼﾝの開

発を行い、形状付与による新機能発現やﾃﾞﾊﾞｲｽ性能の

向上を図る。 

有機ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、新規ｶﾘｯｸｽｱﾚｰﾝ分子／

複数金属よりなる超分子集積体を調製し、その光学的、

電気的および触媒機能を評価する。支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ さらに、これらの成果を体系化し、では、

脆弱材料のﾀﾞﾒｰｼﾞﾌﾘｰ・超精密加工を目指し、ｾﾗﾐｯｸｽ

ﾎﾟﾘﾏｰからなるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型ﾏﾄﾘｯｸｽを使用したﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ

切断薄刃砥石を開発する。 

技術の融合から

創成されたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料およびその協調機能

発現のための製造、評価および加工技術を基にしたﾍﾞ

ﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ、新産業創出を目指す。 
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様式２ 
【公表用】 

８．教育実施計画 

日本産業界における最大の問題点は高付加価値化

への対応と生産拠点の海外移転であり、いわば、産業

体質の変革の遅れである。本学は実産業界を支援し、

その方向性を示す“技術科学”大学である。開学以来、

技学的・国際的な立場で指導的技術者の教育・研究を

行い、実践的・指導的技術者を育成してきた。しかし、

現在、日本の産業界や工学のﾚﾍﾞﾙはすでに世界ﾄｯﾌﾟﾚ

ﾍﾞﾙであり、従来の欧米崇拝主義ではなく、真にｸﾞﾛｰ

ﾊﾞﾙに産業の育成・経営を行うべき段階にある。した

がって、本学は“技学”を教育理念に置くとともに、 

 

（１）問題を見出し、新しいことに挑戦する国際感覚 

を持った技術者の育成 

（２）東南ｱｼﾞｱや中南米を中心とした発展途上国の大 

学との人的・学術交流 

 

の2点に集約される技術者・研究者教育を確立するこ

とを目標とし、実践的・指導的技術者養成と技術研究

における国際的基幹大学を目指す。その具体的方策と

して、以下の５項目を掲げ、ﾕﾆｰｸな学部・大学院の一

貫性教育への進化を図る。 

(Ⅰ)実務訓練(5ヶ月間の企業実習：ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、30件

以上の海外実務訓練も含む）、(Ⅱ)海外の大学との交

換留学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、(Ⅲ)ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝや英語のｽｷﾙｱｯﾌﾟを

目指した講義や研究内容発表会、(Ⅳ)境界領域を生み

出し、対応できる技術者の教育ｼｽﾃﾑ、(Ⅴ)ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞ

ﾈｽに関する講義や学内ｻｰｸﾙ活動、支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実 

(I)については既に国内の先駆的立場にある。現在

の実務訓練は学部4年次ｶﾘｷｭﾗﾑであるが、大学院につ

いても制度化を検討している。(Ⅳ)については、大講

座制や教員の非純血主義により専門分野の裾野を広

げ、主専攻・副専攻制の導入も検討している。さらに、

(Ⅴ)に関しては学内ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて学生が起業

指向型研究を行える環境を整えつつある。 

特に、(I)と(Ⅱ)に関しては、図に示すように実践

的・指導的技術者が特に必要とされる東南ｱｼﾞｱや中南

米の発展途上国の大学を中心に協定を結び、双方向の

人的・学術的交流を行っている。現在、全学生の1割

近くが留学生である。また提携大学からの企業派遣の

形式を含め昨年は30名程度の学部4年生が海外実務訓

練を行っている。また、大学院ﾚﾍﾞﾙでは双方の学生が

１年程度の交換留学を行っている。このような海外大

学との人事交流は日本人学生の国際性を養う上で非

常に有効である。 

大学間の協定・提携のみならず、ﾍﾞﾄﾅﾑのﾊﾉｲ工科大学

に本学への編入を円滑に行えるよう、国立大学初の海

外予科の設立を目指しており、覚書を結ぶまでに至っ

ている。さらに、ﾒｷｼｺのｸﾞｱﾅﾌｧﾄ大学との間に実用化

やﾍﾞﾝﾁｬｰ起業を視野に入れた大学院ﾚﾍﾞﾙの材料研究

教育拠点を置くことも検討している。 
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－環太平洋国際拠点の形成－
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　　ﾎﾟﾘﾃｸﾆｯｸ大（ﾛｼｱ）
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　　　　（ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ）
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的

達成度 

本学の将来構想に対しては、革新的材料創成、人材

育成、および環太平洋教育研究ﾈｯﾄﾜｰｸの構築において、

想定以上の成果を挙げた。具体的な拠点形成活動とし

て、革新的材料創成では、中間評価後、研究計画を練

り直し、3分野混成のｸﾞﾙｰﾌﾟづくりを行った。その際、

7名のCOE研究協力者を追加するとともに、(独)産業技

術総合研究所、(独)理化学研究所、(株)NTTや大阪市

立工業研究所等の連携大学院の客員教授等、さらには

環太平洋の学術交流協定大学の教員にも積極的に参

画してもらい、3)で後述するように多くの成果を上げ、

(1) “高性能ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ工学研究ｾﾝﾀｰの設立（平成17年）”

による高機能な金属―ｾﾗﾐｯｸｽのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ材料の創成、

(2) “ｱｼﾞｱｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ開発ｾﾝﾀｰの設立（平成18年）”に

よるｱｼﾞｱ地域におけるｸﾞﾘｰﾝﾎﾟﾘﾏｰ炭素循環等に関す

る教育研究等に繋がった。 

人材育成関連では、(1)“特色ある大学教育支援ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ（特色GP）”による海外実務訓練制度（長期ｲﾝ

ﾀ-ﾝｼｯﾌﾟ）の拡充・強化を通した国際的視野を有する

人材育成、(2)“大学教育の国際化推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ”によ

る環太平洋諸国とのﾂｲﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを通した本学にお

ける世界的教育研究拠点の強化と人材育成、 (3)“一

貫ｺｰｽ型3Gﾏｲﾝﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ”による大学院教育の新しい

人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構築と大学院学生の海外での教育

研究活動、(4)“科学技術振興調整費「若手研究者の

自立的研究環境整備促進」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝ

ﾅｰ発掘・養成ｼｽﾃﾑ」”によるﾃﾆｭｱ･ﾄﾗｯｸ制に基づき、

若手研究者に競争的環境の中で自立性と活躍の機会

を与える仕組みの導入を図る、(5)平成18年度に日本

で初めてｼｽﾃﾑ安全科学を実践的･体系的に教育研究す

る専門職大学院(技術経営研究科ｼｽﾃﾑ安全専攻)を創

設し、工学とﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを融合した新たな安全確保の概

念の創出と国際的に優れた安全の若手専門家の養成

に取り組む、等があげられる。 

 環太平洋教育研究ﾈｯﾄﾜｰｸの構築では、環太平洋地域

の学術交流の教育研究機関との協働型教育研究ﾈｯﾄﾜｰ

ｸの拠点として、この5年間で14回の国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開

催し、国際的な教育研究活動を継続的に且つ積極的に

分析・評価・推進を行ってきた。 

これらの拠点形成活動については、平成18年度に、

学外から有識者を招いて2回の成果報告会を開き外部

評価を受け、高い評価を頂いた。大学全体としての教

育研究に関する自己点検・評価及び外部評価等の実施

状況は、大学評価・学位授与機構の実施する大学認証

評価、運営諮問会議に係る答申及び国立大学法人評価

委員会による年度評価を実施してきた。これらの評価

では優秀な成績を修めている。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

【若手教員の育成・支援】 

 本拠点においては、若手研究者育成のための取組み

が極めて有効に実現されている。COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑには博士

号取得後10年以内の若手教員が事業推進者として参

加してきた。自由裁量で使用できる研究費は教授ｸﾗｽ

と同額配分されている。また、若手教員が中心となり、

国内外の若手研究者を招待して、討論会を年に一回開

催してきた。 

【博士研究員の育成・支援】 

博士研究員は、平成14年度に４名、平成18年度に25

名、延べ86名が採用されている。博士研究員は期間終

了後に大阪大学、東北大学等の大学、函館高専等の高

専、物質・材料研究機構等の公的研究機関、企業等、

多様な研究環境に職を得ている。 

【博士課程学生の育成・支援】 

博士課程学生については、本拠点を中心に学内運用

での入学金・授業料免除制度を導入し、研究・学習に

専念できる環境を整備してその育成に努めてきた。さ

らに、博士課程学生の提出した研究計画についての厳

正な審査を行い、自由裁量で使用できる研究資金の配

分や、RAおよびTA費の支給を行ってきた。また本拠点

が主催する国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ参加へは、旅費の全額援助を

行い成果発表や国際交流への積極的な後押しを行っ

てきた。これにより博士学生を中心に若手学生の海外

学会への参加者は飛躍的に増え、最近の3年間では毎

年100件程度ある。各学生の発表技術や海外研究者と

の交流は、参加を重ねるにつれ著しい向上が認められ

ており、期待どおり、研究能力と共に国際感覚がおお

いに育成されたと判断される。RAは平成13年度には16

名であったが平成14年度には35名、さらに以後年を追

って増え平成18年度には84名となり、平成14年～18

年度の間では全学では延べ317名が採用されている。

TAには平成15～17年の3年間だけでも延べ103名が採

用されている。博士課程学生の発表する論文は毎年増

えており、平成18年には180報以上ある。博士課程学

生の高い活性は、最近の3年間だけでも、40名以上が

外部補助金や表彰を受けている点にも反映されてい

る。さらに平成18年度からは、本学の特色である実務
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訓練制度を、博士課程学生にも適用し、英国や米国を

含む世界各地の教育研究機関と連携して長期研究型ｲ

ﾝﾀ-ﾝｼｯﾌﾟを行っている。 

【環太平洋諸国博士課程学生の育成・支援】 

すでに社会人として環太平洋地域の技術開発現場

で活躍している者を対象に、より高度な技術者・研究

者育成のため「社会人留学生特別ｺｰｽ」として大学院

博士後期課程への受け入れを行っている。このｼｽﾃﾑ

は実践的研究者育成を理念とする本学独自のもので

あり、最近5年間の受け入れ実績はﾀｲ（10名）、ｲﾝﾄﾞ

ﾈｼｱ（8名）、ﾍﾞﾄﾅﾑ（5名）、ﾏﾚｰｼｱ（4名）、ﾐｬﾝﾏｰ（2

名）、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ（1名）等である。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的知見等 

本拠点により、次のような発明を行い、社会への還

元を進めている。まず金属を中心としたｸﾞﾙｰﾌﾟでは、

ﾂｲﾝﾚｰｻﾞﾋﾞｰﾑによる均一性に優れた耐摩耗ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ表

面改質法の開発に結びつけ、同じくﾚｰｻﾞを応用して、

接合強度に優れたMg合金とAl合金の異材接合法の開

発に成功している。またﾁﾀﾝ表面への密着性に優れた

生体適合ﾊｲﾄﾞﾛｷｼｱﾊﾟﾀｲﾄ皮膜生成法を開発している。

粒界に長周期構造相、粒内に微細整合析出物を配した

複相型ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金を創製し、引張強さ450MPaとｲﾝｺﾞ

ｯﾄﾒﾀﾗｼﾞｰ法で製造したﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金では世界最高の強

度、伸び10％と構造材として十分な延性を有する合金

開発に成功し、現在、航空機への適用に向けた大型部

材製造技術の確立をNEDOﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで進めている。ｾﾗﾐ

ｯｸｽを中心としたグループでは、金属とﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞした

優れた応答・回復速度を有する光検知式水素ｾﾝｻの開

発を進め、より安全に水素を検知する技術に道をつけ

た。脆弱材料のﾀﾞﾒｰｼﾞﾌﾘｰ・超精密加工を目指して、

ｾﾗﾐｯｸｽ-ﾎﾟﾘﾏｰからなるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型ﾏﾄﾘｯｸｽを使用した

ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ切断薄刃砥石を開発した。人間の指先と同じ

機能をもつ有機ー無機ﾅﾉｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ感触ｾﾝｻを開発し、

ﾛﾎﾞｯﾄ、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ等のｾﾝｻ、靴や服等の着圧ｾﾝ

ｻ等への応用に成功した。導波路と優れた二次光非線

形性を兼ね備えた光通信用ガラス結晶ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ材料

の開発に成功し、光伝送を光で制御する新技術に先鞭

をつけた。さらに新しく開発されたﾒｰﾀ角大型ｾﾗﾐｯｸｽ

蒸着法と新品質管理法が、現在製造中の大型太陽電池

ﾊﾟﾈﾙの品質を支えている。有機材料を中心としたｸﾞﾙ

ｰﾌﾟでは、新規ﾌﾀﾛｼｱﾆﾝおよびｶﾘｯｸｽ[4]ｱｰﾚﾝ誘導体を創

製し、その金属錯塩の単離・同定に成功している。ｱ

ｽﾌｧﾙﾄﾗﾊﾞｰを技術ｽﾃｰｼﾞにあげて改良を加え使用可能

とした。この技術は耐久性のあるﾎﾟｰﾗｽ舗装を低ｺｽﾄ

で製造可能とし、その普及は雨天時の走行安全性を格

段に向上させ、大幅な死傷事故減少に役立っている。 

これら研究推進者による内外の著名な雑誌に発表

された学術論文は４年間で約830報（約12報／人,年）

を数え、極めて高い活動度と実績を示している。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

本拠点では、2)､3)で前述したように、拠点ﾘｰﾀﾞｰ

を中心として、金属材料、無機材料、有機材料の分野

における事業推進担当者相互の有機的な連携が図ら

れ、“ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料の創成”を目指し、活発な

研究活動と人材育成を展開し最終的には多くの成果

を上げた。さらに材料研究に関する環太平洋教育研究

ﾈｯﾄﾜｰｸを構築した。これらの成果を基にして“ｼｽﾃﾑ

安全科学と融合する革新的材料・知の創出”という次

の拠点を目指す新しい組織が構築された。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

全学生数約2,300名、教員約220名、事務局職員約160

名の工学系大学である本学では、学長と6名の副学長

（理事2名を含む）による効果的・能率的な管理・運

営体制をとり、学長の強いﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟのもとに教育研

究活動を進めている。教育活動として、JABEEに認定

された教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを学生に提供するばかりでなく、

大学教育支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを活用した「実務訓練」による

半年に及ぶ実践的な技術教育が光る。現代的教育ﾆｰｽﾞ

取組支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「安全社会を創成する先進技術教育

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ－eSAFE－」と日本唯一の専門職大学院ｼｽﾃﾑ

安全系が本学教育の本流を学内外に示し、「魅力ある

大学院教育」ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞによる「一貫ｺｰｽ型3Gﾏｲﾝﾄﾞ先導

的研究者養成」で総合的な大学院一貫教育を目指す。

また、“科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研

究環境整備促進」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ発掘・

養成ｼｽﾃﾑ」”による、ﾃﾆｭｱ･ﾄﾗｯｸ制に基づき、若手研

究者に競争的環境の中で自立性と活躍の機会を与え

る仕組みの導入を図る。 

一方、研究活動では、科学研究費による研究を柱と

するばかりでなく、ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ志向した企業との共同研

究制度「技術開発ｾﾝﾀｰ」など本学独自の制度を駆使し

て社会・地域貢献を目指している。21世紀COEﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑでは二つの拠点が採択され、高度で最先端を担う研

究拠点としての「高性能ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ工学研究ｾﾝﾀｰ」と「ｱ

ｼﾞｱ・ｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ開発ｾﾝﾀｰ」の設立につなげた。さらに

環太平洋の多くの国々より学生や研究者を招き、本学

との交流を深めることにより、確固とした国際的ﾈｯﾄ
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ﾜｰｸを有する技術教育・研究の国際拠点を整備した。 

  

6)国内外に向けた情報発信 

本拠点では合計14回の国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑと3回の若手研

究会を積極的に開催し、海外からの優れた研究者との

研究交流や情報交換を行った。さらに名古屋工業大学

COEとは第3回と第9回、大阪大学COEとは第11回でｼﾞｮ

ｲﾝﾄした。 

本拠点の研究推進者による内外の著名な雑誌に発

表された学術論文は４年間で約830報（約12報／人,

年）を数え、極めて高い活動度と実績を示している。

また、本学では、昭和56年に技術開発ｾﾝﾀｰを全国の大

学に先駆けて設置し、今日まで年間約30件のﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄを実施し、その成果の多くは実用化され、中には新

会社設立に至った例もある。一方、本学から出願され

た最近５年間の公開特許件数は約100件であり、全国

の大学の中でも教員１人当りではﾄｯﾌﾟｸﾗｽである。こ

のように、学術面だけでなく産学連携活動でも顕著な

実質的成果を上げている。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた

め効果的に使用されたか） 

 本拠点においては、若手研究者育成のための取組み

が極めて有効に実現されてきた。COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑには博士

号取得後10年以内の若手教員が事業推進者として参

加し、自由裁量で使用できる研究費は教授ｸﾗｽと同額

配分された。また、若手教員が中心となり、国内外の

若手研究者を招待して、討論会を年に一回開催し、こ

れを支援してきた。 

博士研究員の採用は平成14年度には4名、平成18年

度には25名となり、その間延べ86名が採用されている。 

博士課程学生については、学生の提出した研究計画

についての厳正な審査を行い、自由裁量で使用できる

研究資金の配分や、RAおよびTA費の支給を行ってきた。

また国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ参加へは、旅費の全額援助を行い、

成果発表や国際交流への積極的な後押しを行ってき

た。RAは、平成14年～18年度の間で延べ317名が採用さ

れている。TAには平成15～17年の3年間だけでも延べ

103名が採用されている。 

また、計14回の国際会議等を開催し、強固な環太平

洋ﾈｯﾄﾜｰｸ連携体制を構築・強化を図ってきた。 

 

②今後の展望 

本学では、平成18年度に日本で初めてｼｽﾃﾑ安全科学

を実践的･体系的に教育研究する専門職大学院(技術

経営研究科ｼｽﾃﾑ安全専攻)を創設し、高い安全性が要

求される分野のｼｽﾃﾑ安全を専門とする教育研究の展

開をスタートさせた。一方、21世紀COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「ﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞ超機能材料創成と国際拠点形成」を中心にして、

革新的材料創成、人材育成および環太平洋教育研究

ﾈｯﾄﾜｰｸの構築において多大な成果を挙げてきた。今

後は、これらの特徴ある本学の教育研究資源の融合、

すなわち、ｼｽﾃﾑ安全科学・応用ｼｽﾃﾑ分野の先導的研究

者と化学・材料科学分野の中核的研究者とを糾合し、

本学で芽生えた「ｼｽﾃﾑ安全科学と融合する材料・知

の革命」を実践し、安全かつ持続可能な社会の構築

に対する新しい概念を共有する世界最先端の教育研

究拠点を展開させると共に、本学の目指す人材育成

をよりｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点で、かつ多様で高度な教育ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを構築して実現する。   

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

えた影響度） 

本拠点の成果をﾍﾞｰｽとした新しい研究教育拠点「ｼ

ｽﾃﾑ安全科学と融合する材料・知の革命」が学内に形

成され、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙCOEに申請した。平成19年度は不採択

になったが、今後も採択に向けて活動を継続していく。 

その他、世界的な研究教育拠点形成が学内外に与え

た影響度の高いﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを列挙する。 

・現代的教育ﾆｰｽﾞ取組支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（現代GP）による「安

全社会を創成する先進技術教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ–eSAFE-」（平

成16～18年） 

・専門職大学院技術経営研究科ｼｽﾃﾑ安全専攻の設置「ｼ

ｽﾃﾑ安全専門職育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」（平成18年～） 

・特別教育研究経費による「ﾊﾉｲ工科大学とのﾂｲﾆﾝｸﾞ･

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」（平成17～19年） 

・特色ある大学教育支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる「実務訓練（長

期実践型実習）と教育効果」（平成15～18年） 

・大学教育の国際化推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる「海外先進教

育実践支援」「戦略的国際連携支援」（平成18～21

年） 

・魅力ある大学院教育ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞによる「一貫ｺｰｽ型3G

ﾏｲﾝﾄﾞ先導的研究者養成」（平成18～19年） 

・特別教育研究経費による「高性能ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ工学研究

ｾﾝﾀｰ素材創製工学研究部門」の設置（平成17～21年） 

・特別教育研究経費による「ｱｼﾞｱ・ｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ開発ｾﾝﾀ

ｰ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」（平成18～23年） 

・“科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研究環

境整備促進」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ発掘・養成

ｼｽﾃﾑ」” （平成19～23年） 
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Y. Kita, H. Maekawa and I. Nishiguchi, “Mg-Promoted Reductive Coupling of Aromatic Carbonyl Compounds with 

Trimethylsilyl Chloride and Bis(chlorodimethylsilyl) Compounds”, Tetrahedron, 62, 3103-3111, (2006). ◆M.
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and T. Ishida, “Effect of substituting cerium-rich mischmetal with lanthanum on high temperature properties 

of die-cast Mg-Zn-Al-Ca-RE alloys”, Mater. Sci. Eng. A, A380(1-2), 93-99, (2004). ◆Y. Funayama, A. Kato, 

S. Yamagiwa, H. Okumura, S. Kamado and Y. Kojima, “Improvement of protium absorption/desorption 

characteristics of Mg-xmass%LaNi5 (X=50, 70) composites by interface-control”, Mater. Trans., 44(4), 589-594, 

(2003). ◆Y. Yoshida, L. Cisar, S. Kamado and Y. Kojima, “Effect of Microstructural Factors on Tensile 

Properties of ECAE-processed AZ31 Magnesium Alloy”, Mater. Trans., 44(4), 468-475, (2003). ◆I. A. Anyanwu, 

Y. Gokan, S. Nozawa, A. Suzuki, S. Kamado, Y. Kojima, S. Takeda and T. Ishida, “Development of New Diecastable 

Mg-Zn-Al-Ca-RE Alloys for High Temperature Applications”, Mater. Trans., 44(4), 562-570, (2003). ◆M. Zheng, 

K. Wu, S.Kamado and Y.Kojima, “Aging Behavior of Squeeze Cast SiCW/AZ91 Magnesium Matrix Composite”, Mater.

Sci. Eng. A, A348(1-2), 67-75, (2003). ◆Y. Yoshida, C. Lawrence, S. Kamado and Y. Kojima, “Low Temperature 

Superplasticity of ECAE Processed Mg-10%Li-1%Zn Alloy”, Mater. Trans., 43(10), 2419-2423, (2002). ◆T. Daimon

and Y. Nosaka, “Formation and Behavior of Singlet Molecular Oxygen in TiO2 Photocatalysis Studied by Detection 

of Near-Infrared Phosphorescence”, J. Phys. Chem.. 111(11), 4420-4424, (2007). ◆M. Matsushita, T. H. Tran,

A. Y. Nosaka and Y. Nosaka, “Photo-Oxidation Mechanism of L-Alanine in TiO2 Photocatalytic Systems as Studied 

by Proton NMR Spectroscopy”. Catalysis Today, 120, 240-244, (2007). ◆T. H. Tran, A. Y. Nosaka, and Y. Nosaka,

“Adsorption and Photocatalytic Decomposition of Amino Acids in TiO2 Photocatalytic Systems, J. Phys. Chem. 

B., 110(50), 25525-25531, (2006). ◆Y. Nosaka, H. Natsui, M. Sasagawa and A. Y. Nosaka, “ESR Studies on the 

Oxidation Mechanism of Sterically Hindered Cyclic Amines in TiO2 Photocatalytic Systems” J. Phys.Chem. B, 

110(26), 12993-12999, (2006). ◆Y. Nosaka, T. Daimon, A. Nosaka and Y. Murakami, “Singlet Oxygen Formation 

in Photocatalytic TiO2 Aqueous Suspension” Phys. Chem. Chem. Phys., 6(11), 2917-2918 (2004). ◆T. Honma, Y.

Benino, T. Fujiwara, T. Komatsu and R. Sato, “Nonlinear Optical Crystal Line Writing in Glass by Yttrium 

Aluminium Garnet Laser Irradiation”, Appl. Phys. Lett., 82, 892-894 (2003). ◆N. Tamagawa, Y. Benino, T.

Fujiwara and T.Komatsu, “Thermal Poling to Transparent TeO2-Based Nanocrystallized Glasses and Enhanced Second 

Harmonic Generation”, Opt. Commun., 217, 387-394, (2003). ◆T. Honma, Y. Benino, T. Fujiwara, R. Sato and 

T.Komatsu, “Technique for Writing of Nonlinear Optical Single-Crystal Lines in Glass”, Appl. Phys. Lett., 

83, 2796-2798, (2003). ◆F. Torres, K. Narita, Y. Benino, T. Fujiwara and T. Komatsu, “Elastic and Mechanical 

Properties of Transparent Nanocrystallized KNbGeO5 Glass”, J. Appl. Phys., 94, 5265-5272, (2003). ◆K. Narita, 

Y. Takahashi, Y. Benino, T. Fujiwara, T. Komatsu, T. Hanada and Y. Hirotsu, “Prominent Nanocrystallization 

of 25K2O.25Nb2O5.50GeO2 Glass”, J. Am. Ceram. Soc., 87, 113-18, (2004). ◆Y. Takahashi, Y. Benino, T. Fujiwara 

and T. Komatsu, “Large Second-Order Optical Nonlinearities of Fresnoite and its Related Crystals in Transparent 

Crystallized Glasses”, J. Appl. Phys., 95, 3503-3508 (2004). ◆R. Ihara,T. Honma,Y. Benino,T. Fujiwara, R.

Sato and T. Komatsu, “Writing of Two-Dimensional Crystal Curved Lines in Sm2O3-Bi2O3-B2O3 Glass by Samarium 

Atom Heat Processing”, Solid State Communi., 136, 273-277, (2005). ◆M. Abe, Y. Benino, T. Fujiwara, T.Komatsu 

and R. Sato, “Writing of Nonlinear Optical Sm2(MoO4)3 Crystal Lines in Glass by Samarium Atom Heat Processing”, 

J. Appl. Phys., 97, 123516/1～123516/7, (2005). ◆N. Toyohara, Y. Benino, T. Fujiwara, S. Tanaka, K. Uematsu, 

T. Komatsu and Y.Takahashi, “Enhancement and Depression in Second-Order Optical Nonlinearity of Ba2TiGe2O8

in Crystallized Glass Prepared in a High Magnetic Field”, J. Appl. Phys., 99, 043515/1～043515/4, (2006). 

◆T. Honma, Y. Benino, T. Fujiwara, T. Komatsu, “Transition Metal Atom Heat Processing for Writing of Crystal 

Lines in Glass”, Appl. Phys. Lett., 88, 231105/1-231105/3, (2006). ◆平成14年度成果報告書（ニュースレター）. 

◆平成15年度成果報告書（ニュースレター）. ◆平成16年度成果報告書（ニュースレター）. ◆平成17年度成果報告

書（ニュースレター）. 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

◆第1回国際シンポジウム（平成15年2月27、28日、長岡技術科学大学、ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ）、名称：ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料創成

と国際拠点形成、参加人数：200名（うち外国人50名）、主な招待講演者：増本健（東北大学名誉教授）,Banh Tien Long(Hanoi 

U.Tech.), Satoshi Sugita(Guanajuato U., Mexico), Chien-Hong Cheng(Tsing Hua U.,Taiwan) 

◆第2回国際シンポジウム（平成15年9月14－17日, ﾊﾉｲBaosonﾎﾃﾙ、ﾊﾉｲ工科大学、ﾍﾞﾄﾅﾑ）名称：The 1st Workshop on 

Regional Network Formation for Enhancing Research and Education on Materials Engineering、参加人数：80名（う

ち外国人60名）、主な招待講演者：Mardjono Siswosuwarno (ITB,Indonesia), Ahmad Fauzi Mohd Noor(USM,Malaysia), 

Alberto V.Amorsolo(U.Philippines) 

◆第3回国際シンポジウム（平成15年10月2,3日、ｱｲﾘｽ愛知）、名称：長岡技術科学大学・名古屋工業大学－21世紀COE

プログラム合同国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、参加人数：152名（うち外国人29名）、主な招待講演者：Bruce Dunn (U.California), Robert 

Freer(Manchester U.,UK), Minoru Tomozawa（RPI,USA） 

◆第4回国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（平成16年1月19-21日、長岡ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ）、名称：ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料創成と国際拠点形成、参加

人数：219名（うち外国人60名）,主な招待講演者：櫻井英樹（東京理科大）,佐久間健人（東京大学）,Volker 

Boehmer(Johannes Gutenberg U.Germany), Mahesh C.Chaturvedi(U.Manitoba,Canada), Paul Maxwell(U.Texas,El Paso)

◆第5回国際シンポジウム（平成16年8月10、11日、ﾊﾞﾝｺｸ、ﾐﾗｸﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎﾃﾙ、ﾀｲ）、名称：The 2nd Workshop 

on Regional Network Formation for Enhancing Research and Education on Materials Engineering、参加人数：約

80名（うち外国人60名）、主な招待講演者：Pavadee Aungkavattana(MTEC,Thailand), Freddy Boey(Nanyang Tech. 

U.,Singapore), Do Minh Nghiep(Hanoi U.Tech.) 

◆第6回国際シンポジウム（平成16年12月9-11日、ｸﾞｱﾅﾌｧﾄ大学、ﾒｷｼｺ）、名称：The 6th International Symposium on 

Hybridized Materials with Super-Functions、参加人数約130名（うち外国人110名）、主な招待講演者：David 

Stephenson(Cranfield University,UK)、Carlos Velasco Santos(Centro de Fisica Aplicada y Tecnologia 

Avanzada,UNAM)、Juvencio Robles Garcia(Guanajuato U, Mexico) 

◆第7回国際シンポジウム（平成17年8月7-10日、ﾍﾟﾅﾝ、ﾏﾚｰｼｱ）、名称：The 3rd Workshop on Regional Network Formation 

for Enhancing Research and Education on Materials Engineering and Green Energy Revolution、参加人数約100

名（うち外国人50名）、主な招待講演者：M.  K. Khiam Aik(NTU)、N.T.Phuong Giang(HUT) 

◆第8回国際シンポジウム（平成17年10月17-21日、ﾐﾁｵｶﾝ大学、ﾒｷｼｺ）、名称：The 3rd Japan - Mexico International 

Symposium on Hybridized Materials with Super - Functions、参加人数約120名（うち外国人104名）、主な招待講演

者：D.S.Perera (ANSTO, Australia)、Sridhar Komaneri(Pennsylvania State University, USA) 

◆第9回国際シンポジウム（平成17年11月3-5日、北京化工大学）、名称：Asian International Conference on advanced 

Ceramics、参加人数約300名（うち外国人200名）,主な招待講演者：K. Niihara(Nagaoka Univ.Tech.,Japan),J. R-Guang 

(Beijing Univ.Chem.Tech.,China), H. Ohsato(Nagoya Inst.Tech.,Japan), Jian-BAO LI(Tsinghua Univ.,China) 

◆第10回国際シンポジウム（平成17年12月2-4日、鄭州大学材料工程学院、中国）、名称：Zhengzhou-Nagaoka Young 

Researcher Symposium on Hybrid Materials、参加人数約91名（うち外国人69名）、主な招待講演者：Shaokui 

Cao(Zheungzhou Univ.China), Takumi Fujiwara(Nagaoka Univ.Tech.Japan), Tingxi Li(Shandong Uni., China) 

◆第11回国際シンポジウム（平成18年2月3-5日、長岡技術科学大学）、名称：International Symposium on Hybrid Nano 

Materials Toward Future Industries、参加人数約222名（うち外国人76名）、主な招待講演者：I. Nishiguchi (Nagaoka 

U. Tech., Japan)、Y. Hirotsu(Osaka University, Japan)、H. Kawarada(Waseda University, Japan) 

◆第12回国際シンポジウム（平成18年6月25-28日、ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ、ｻﾎﾞｲﾎﾃﾙ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）、名称：The 4th Workshop on Regional 

Network Formation for Enhancing Research Education on Materials Engineering、参加人数約50名（うち外国人25

名）、主な招待講演者：Alberto V. Amorsolo, Jr.(University of the Philippines)、Candy C. Mercado(University 

of the Philippines)、Piyawit Koombhongse(MTEC, Thailand) 

◆第13回国際シンポジウム（平成18年9月29、30日、長岡技術科学大学、ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ）、名称：長岡技術科学大学開学

30周年記念「21世紀COE合同ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」、参加人数約230名（うち外国人15名）、主な招待講演者：北澤宏一（科学技術

振興機構）、井上明久（東北大学副学長）、佐藤幸蔵（富士写真ﾌｨﾙﾑ） 

◆第14回国際シンポジウム（平成18年12月3-6日、ﾓﾝﾃﾚｰ、ﾒｷｼｺ）、名称：3rd International Symposium on Hybridized 

Materials with Super-Functions、参加人数約250名（うち外国人215名）、主な招待講演者：Dan S Perera(ANSTO)、

Sebastian Vaucher(EMPA)、Jean Alain Daimon(CNRS, France) 

◆最終成果報告会（平成19年3月19、20日、長岡技術科学大学）、名称：21世紀COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ超機能材料創成

と国際拠点形成」最終報告会、参加人数約100名（うち外国人15名）、主な招待講演者：木村茂行（未踏科学技術協会

理事長）、碇屋隆雄（東京工業大学大学院理工学研究科教授）、岸輝雄（物質・材料研究機構理事長） 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

[１]自主研究支援による自主的研究活動活性化 

研究実績及び計画に関する厳正な書類及びヒヤリング審査を通じて、学内より選考した若手研究協

力者5名にCOE予算から自主研究資金やPD，RAの採用を支援し（平成14－18年度）、更に学長裁量経費

により本学若手教員を年間20～25名を選考して100万円程度の研究資金を支援した（平成15－18年度）。

また、大学内外より5年間で86名の博士研究員（PD）を採用して、COE予算から月額約24万円を支給し、

更に年間約30万円の自主研究資金の支援による自主的研究活動の活性化を図った（平成14－18年度）。

同様に厳正な審査により、博士課程学生をRA（5年間で317名）に採用し、COE予算から月額約7.2万円

程度を支給し、年間約30万円の自主研究資金を配分すると共に、学術振興会特別研究員への応募を支

援し、学内運用での入学金・授業料免除制度を一部の留学生（８名）に導入して、研究・学習に専念

できる環境を整備して、その教育育成に努めた。更に、本プログラムの主催する国際シンポジウムへ

の参加については、若手研究者、PDおよび博士課程学生の旅費の全額援助を行い、成果発表や国際交

流への積極的な後押しを行った。上記の支援を受けた若手研究協力者、若手教員、PD, RAに毎年必ず

研究進捗状況を文書にて提出させ、研鑽効果の実質化を図った。他に、既に環太平洋地域の技術開発

現場で活躍している社会人技術者の実践的・創造的研究能力を格段に高度化するため「社会人留学生

特別コース」として大学院博士後期課程への受け入れを行った。（平成14～18年度約30名） 

[２]国際教育プログラムの組織的取り組み 

１）国際的学術技術および人的連携ネットワークおよび拠点の構築（平成14-18年度）：東南アジア各

国および中南米諸国での計10回に及ぶ国際会議の開催を通じて、本学が中心になって環太平洋の材

料工学分野における国際的学術技術連携ネットワークを構築した。この過程で若手研究者や博士課

程学生は、国際連携のための語学、知識や相互理解力を高めると共に人的ネットワークを構築した。

２）大学教育の国際化推進プログラムによる「海外先進教育実践支援」「戦略的国際連携支援」（平

成18年～21年）大学の国際連携教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを確立し、教育能力の向上、教育内容・方法、留学生 

へのｻﾎﾟｰﾄ体制の改善を目指すもので、ﾒｷｼｺ･ﾇｴﾎﾞﾚｵﾝ州内の５大学（ｺﾝｿｰｼｱﾑ大学）とのﾂｲﾆﾝｸﾞ･ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑを構築し、国際連携教育による技術者養成を推進し、国際教育研究拠点形成に役立っている。

３）魅力ある大学院教育イニシアティブによる「一貫コース型３Ｇマインド先導的研究者養成」（平

成18年～19年）国際的視野および優れたものづくりの実践力を備えた研究者を育成することを目的

とした修士-博士一貫教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑであり、問題提案型海外ﾘｻｰﾁｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ制度、ﾘｻｰﾁﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙによ

る実践力・自立力養成制度、Co-op教育制度等の特徴を有している。 

[３]本学での研究教育組織・システムの充実による活性化 

１）連携大学院：平成15年度より現在まで（独）産業技術総合研究所、（独）理化学研究所、（株）

NTTや大阪市立工業研究所との連携大学院を開始し、博士後期課程学生の研究指導に外部の研究者も

加わる制度を確立した。この制度により、大学院教育研究内容の豊富化・学際化が活性化した。 
２）若手育成教育プログラム：COEプログラムの博士課程学生は全員参加として、若手教員の指導の下

に、月1回、2時間、3～4人程度の発表する「勉強会」を設けて、データや研究の成果発表、リサー
チプロボーズ的な展開も論議し、博士課程学生の発表能力や討論能力の醸成・向上を行った。 

３）本COEプログラムの教育コースの設立：材料工学専攻内に「ハイブリッド超機能材料工学」の科目
を開設し、１５コマの講義のうち、本学技術開発センターの企業からの客員教授が４コマ、COE事業
推進担当者が１１コマ行った。なお、英語での講義を原則とした。 

４） 特別教育研究経費：「高性能マグネシウム工学研究センター素材創製工学研究部門」の設置（平
成17年～21年）：ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ素材の品質向上を目指した集中的研究教育によりｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点からの
実用化研究を遂行し、材料創成という点で教育研究拠点の形成の推進に寄与している。 

５）特別教育研究経費：「アジア・グリーンテック開発センター・プロジェクト」（平成18年～23
年）ｱｼﾞｱ地域におけるｸﾞﾘｰﾝﾎﾟﾘﾏｰ炭素循環持続社会の構築に向けた研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで、教育研究拠
点の形成という点で大変重要な効果を発揮している。 

 これらの研究活性化支援によって、軽金属学会論文賞、日本化学会優秀講演賞、応用物理学会講演

奨励賞、応用物理学会北陸・信越支部発表奨励賞、レオロジー討論会優秀発表賞、日本セラミックス

協会東北北海道支部研究発表会優秀論文発表賞、北陸地区高分子若手研究会最優秀発表賞、エラスト

マー討論会若手優秀発表賞、Young Scientist Award(IUMRS-ICAM 2003)、 日本セラミックス協会学術

論文誌優秀論文賞、井上研究奨励賞、虹彩賞（日本液晶学会討論会）、日本セラミックス協会学術写

真賞優秀賞、電気学会優秀論文発表賞など合計30件以上に及ぶ名誉ある国内外の賞を受賞した。 
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機関名： 長岡技術科学大学  拠点番号： Ｂ０９    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果  （総括評価）  設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント）  軽金属材料、セラミックス、高分子の分野の研究で実績を有する点を生かし、それぞれの分野で特徴のある研究成果を生み出してきた。さらに本拠点形成計画によって得られたものから、学長のリーダーシップの下、３グループ混成による研究計画が立てられ、ハイブリッド超機能創成へと展開が図られ、新たな研究教育拠点となることが期待される。 人材育成の面では、若手研究者および博士課程学生の育成・支援に力点を置き、外部研究者による研究指導会、あるいは若手研究会などを実施し、幅広い知識の獲得、発表能力の向上に努め、広く海外学会への参加が増加した点は活動の成果と言える。  研究活動面については、上記の３グループによるそれぞれの活動成果が挙げられ、外部からの評価を得ている。さらに、ハイブリッド化に向けての多くの関係する内外識者、研究者相互による発表討論を重ね、そこから新たな研究テーマを創出すべく努力してきたことに、今後期待が持てる。 今後の展開については、３つのグループ研究分野が相互に融合し、ハイブリッドな材料創出を図る狙いは注目され、また期待は大きいが、材料創成となると容易ではなく、相当な努力と時間を要するものと予想され、その実現に向けて学長のリーダーシップを期待したい。 また、他の競争的資金の確保などにより、若手研究者の育成のための継続的な活動の見通しが明確にされており、今後の更なる成果を期待する。 

 


